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研究成果の概要（和文）：本研究では海外の研究機関に滞在し、各国の技術移転プログラムがイノベーションの
普及に果たす役割を検証した。インドネシアにおいては、現地の共同研究者らと公的機関、協同組合、多国籍企
業への聞き取り調査を行い、国際共著論文をディスカッションペーパーとして刊行した。台湾においては、現地
の共同研究者らと教育機関、業界団体、公的研究機関、公的普及機関、協同組合などに聞き取り調査を行い、国
際共著論文を執筆中である。日本においては、公開された統計情報から製品レベルパネルデータを構築し、イノ
ベーションの規定要因に関する分析を行い、単著学術論文を査読制国際雑誌に刊行した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the roles of intermediaries in regional innovation 
systems, taking examples of agricultural innovation systems in Indonesia, Taiwan, and Japan. I 
published a joint paper with research collaborators in Indonesia, focusing on public institutes, 
cooperative associations, and multinational enterprises. Another joint paper is underway in 
collaboration with researchers of Taiwan, which builds on structured interviews with agricultural 
educational institutes, industrial associations, and farmers' association. A single-authored paper 
was published in an international journal, which used product-level panel data of Japan and analyzed
 the roles of intermediaries in the diffusion of agricultural product innovations.

研究分野：イノベーションの経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の技術移転プログラムは、研究機関から生産者への研究成果の移転を支援してきた。研究成果から、従来か
ら施行されてきた普及活動だけでなく、市場情報の研究機関へのフィードバックや新しい事業機会を開拓するた
めのネットワーク構築が技術移転支援機関の役割として重要であることが明らかとなった。インドネシア、台
湾、日本における実証分析の結果、新しい役割を果たすうえで、異なるタイプ（公的、民間、国際機関、協同組
合など）の技術移転支援機関の分業が重要であること、発展段階と産業構造に応じて分業構造が異なることが明
らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 
イノベーションは新技術の開発のみならず、新技術の広範な普及を包含する概
念である。生産者の多くが個人である農業セクターでは、個別農家が研究開発
のコストとリスクを負うことが困難であるため、公的機関がイノベーションの
主体となることが多い。産地でイノベーションを担う主体としては、農業試験
場、普及指導所、協同組合、篤農家による自助グループ、国際機関、農機・農
薬などの資本財メーカー、コンサルティング企業などがある。本研究はこれら
の関係性を「地域農業イノベーションシステム」とみなし、構造･プロセス･機
能の三つのアプローチから、イノベーションの普及において重要な役割を果た
す媒介機関の役割を複数の国・地域で検証した。 
 
 
２．研究の目的 
 
上記の問題意識に基づき、本研究ではインドネシア、台湾、日本における農業
イノベーションを事例に、地域イノベーションシステムにおける媒介機関がイ
ノベーション普及において果たす役割を実証的に分析した。発展段階と農業特
性の異なる三カ国の研究機関で共同研究を行い、媒介機関のタイプや媒介機関
が果たす役割の異同を明らかにすることを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
農業イノベーションシステムに関する実証研究は、構造･プロセス･機能の三つ
のアプローチから行われてきた。構造アプローチはシステム構成要素を統治す
る物的･知識･金融インフラを特定化し、構成要素間の相互作用を示す静態分析
である。プロセスアプローチは国･地域･業種の境界を所与とする静態分析の限
界を補うもので、新技術が境界を越えて普及し、既存技術を置き換える「シス
テムイノベーション」を分析する。機能アプローチはシステムイノベーション
を可能とするようなシステムの主要な機能を特定化する。本研究はシステムイ
ノベーションを促進するイノベーション媒介機関の機能とその動態的変化を明
らかにするという点で、構造・プロセス・機能アプローチを組み合わせた。 
 
インドネシアと台湾においては、関連統計が未整備なことから、インタビュー
に基づく定性分析を行った。滞在先研究機関の紹介により、現地の農業協同組
合、農薬などの産業団体、多国籍企業、農業担い手への教育機関、公的研究機
関、技術移転機関などでインタビューを行った。結果に基づき、各国の農業イ
ノベーションシステムの全体像を描画し、そのなかで媒介機関の占める地位を
視覚的に明らかにした。日本においては、農水省が開示する都道府県レベルデ
ータをもとにパネルデータを構築し、農業製品イノベーション（新品種開発）
に関するパネル分析を製品（果実、野菜、米、花卉）別に行った。 
 
 
４．研究成果 
 
インドネシアにおいては、滞在先研究機関のディスカッションペーパーとして、
国際共著論文（Fukugawa et al. 2018）を刊行した。台湾においては、現地の共
同研究者と農業担い手の教育機関、業界団体、公的研究機関、公的普及機関、
協同組合などに聞き取り調査を行い、国際共著論文を作成中である。日本にお
いては、農水省の公開データを利用してパネルデータを構築し、イノベーショ
ンの規定要因に関する製品別分析を行った。研究成果は単著論文（Fukugawa 
2019）として査読制国際雑誌で刊行された。 
 
パネル分析の結果と含意は以下の通りである。第一に、地域農家のイノベーシ
ョンへのニーズは、効率的に公的研究機関に伝達されている。つまり、自治体
の普及指導部が生産者から研究機関へのニーズに関する情報のフィードバック
を担っている。第二に、異なる分野への研究投資が異なる品種登録件数で代理
した製品イノベーションに効率的に結びついている。米においては、農機に関
する研究への投資が最もイノベーションに対して効果的である。野菜において
は、育種、土壌分析、病害虫対策、農機に関する研究への投資が、ほぼ同レベ
ルのイノベーションへの効果を示す。したがって、公的研究機関は人的資源の
配分を変えることで、コストを増やすことなく、より多くの製品イノベーショ



ンを生むことが可能である。第三に、品目ごとにイノベーションのパターンが
有意に異なる。花卉の品種登録は海外企業に大宗を占められている。米の品種
登録は公的セクターが主に行っている。こうした違いは品目による専有可能性
の差異を反映している。また、異なる研究分野が異なるインパクトを異なる品
目のイノベーションに対して与えている。こうした違いは品目による有効な知
識源泉の差異を反映している。 
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